
Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（

一

）

出
生
か
ら

正

保
二

年
ま

で

勝

又

基 、

　
藤
井
懶
斎。

儒
医、

儒
者。

姓
は

藤
井
（

藤
・

滕
と

も
）

。

氏
は

真
辺

（

真
鍋
と

も
）

。

名
は

臧
・

玄

逸
。

字
は

季
廉。

号
は

伊
蒿
子
・

仲
庵
・

懶
斎
・

よ

も
ぎ

が

杣

人。

元

和
三

年
（

エ
ハ

一

七
）

生、

宝
永
六

年
（

一

七

〇
九
）

七

月

十
二

日

没、

九

十
三

歳。

　
長
寿
に

恵
ま

れ

た

彼
の

人

生
は、

延

宝
二

年
（

一

六

七

四
）

、

五

十
八

歳
の

時
点

を

節
目

に

前
半
生

と

後
半
生

と
に

分
け

る

事
が

で

き

る
。

　
前
半
生

の

彼
は、

久
留
米
藩
で

藩
医
と

し

て

二

十
年
以
上

を

勤
め

た
。

当
地
で

は

医
学
の

み

な

ら

ず、

文

事
に

お

い

て

も

頼
み

に

さ

れ

て

い

た

よ

う
で

あ

る
。

五

十
八

歳
で

致
仕
を

願
い

出
た

の

は、

そ

れ

ほ

ど

早
い

も

の

と

も

言
い

難
く、

少

な

く

と

も

表
向
き

に

は

仕
事
を

ま
っ

と

う
し

て

の

引

退

と

評
し

て

良
い

で

あ

ろ

う
。

　
懶
斎
の

儒
者
・

文
学
者
と

し

て

の

本
格
的
な

人
生

は、

こ

の

時
か

ら

よ

う
や

く

始

ま

る
。

生

地

京
都
へ

戻
っ

た

懶
斎
は、

延

宝

六

年
（

一

六

七

八
）

　一

月、

六

十
二

歳

に

し

て

初
め

て

の

著
書
『

蔵
笥
百

首
』

を

刊
行
し

た
。

そ

れ

以

後、

九
十

三

歳
で

没

藤
井
懶
斎
年

譜
稿

（一
）

勝
又

　
基

＊

言
語
文

化
学
科

　
講
師

　
日

本
近

世
文
学

す

る

ま

で

幸
い

三

十
余
年
に

も

わ

た

る

後
半
生

を

過
ご

し

得
た

懶
斎
は

、

『

本
朝
孝

子

伝
』

『

仮
名
本

朝
孝
子

伝
』

『

国

朝

諌
諍
録
』

『

大

和
為
善
録
』

『

徒
然

草
摘
議
』

『

二

礼
童

覧
』

と

い

っ

た

著
書
を

積
極
的
に

刊
行
し

て

行
く

の

で

あ

る
。

　
な

か

で

も

貞
享
二

年
（

一

六
八

五
）

十
月
刊
『

本
朝
孝
子
伝
』

は
、

江

戸
時
代
の

孝
子
説
話
集
の

中
で

も、

近

世
後
期
に

幕
府
に

よ

っ

て

編
ま

れ

た

『

官
刻
孝
義
録
』

と

並

ぶ

重

要
な

書
物
で

あ

る
。

本
稿
を

為
す
理

由
も、

江
戸
時
代
前
期
の

孝
子

説
話

集
を

考
え

る

上

で
、

『

本
朝
孝
子

伝
』

の

作
者
に

関
す

る

精
査
が

欠
か

せ

な

い

か

ら

で

あ

る
。

こ

の

考
証
作
業
に

よ
っ

て、

藤
井
懶
斎
が

い

か

な

る

文
化
的
環
境
の

も

と

に、

い

か

な
る

経
緯
を
へ

て

『

本
朝
孝
子
伝
』

を

編
み、

刊
行
す

る

事
に

な
っ

た

の

か

と

い

う
事
が

明
ら

か

に

な

れ

ば

と

考
え

て

い

る
。

　
さ

ら

に、

教
訓
的
な

書
物
を

積
極
的
に

執
筆
・

刊
行
し

た

彼
の

よ

う
な

儒
者
の

伝

記
を

明

ら

か

に

す
る

事
で
、

近
世
前
期
に

お

け

る

教
訓
の

あ

り

方
を

考
え

る

材
料
と

な

る

事
を

期
待
し

て

い

る
。

【

近
世
の

藤
井
懶
斎
伝
】

　
近

世
の

懶
斎
伝
と

し

て

資
料
的
に

重
要
で

あ

る

の

は、

墓
碑
銘
と

武
富
廉
斎
『

月

下

記
』

「

藤
井
懶
斎
」

の

章
で

あ

る
。

年
譜
に

先
立

ち、

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

紹
介

翻
刻
し

て

お

く。

〈

一
〉

墓
碑
銘

　
墓
石
は

現
在
も

京
都
市
右
京
区

鳴
滝
の

西
寿
寺
（

浄
土

宗
）

に

存
す
る
。

表
面

に

は

「

伊
蒿
子
滕
翁
之
墓
」

と

あ

り、

背
面

に

誌
文
を

刻
し

て

い

る
。

そ

の

中
で

「

自

為
之

銘
是

也
」

と

言
う

よ

う

に

自
ら

撰
し

た

も
の

で

あ

り、

信
憑
性
と

い

う
点
で

第

一

に

挙
げ
る

べ

き

資
料
で

あ

る
。

摩
滅
も

あ
っ

て

判
読
は

困

難
だ

が、

寺
田

貞
次

『

京
都
名
家
墳
墓
録
』

（
大
正

十
一

年
十
月

　
山
本
文
華
堂
）

に

翻
刻
が

備
わ
る
。

ま

た

関
田

駒
吉
「

藤
井
懶
斎
の

没
年
」

（

「

伝
記
」

六

の

九
十
〈

昭
和
十
四

年
〉

所
収
）97
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本

文

化
学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇

〇

七

年

は

谷
秦
山
『

秦
山

日

抄
』

か

ら

近

世

前
期
の

和
学
者
・

秦
山
が

懶
斎
墓
碑
を

訪
れ

た

際
の

メ

モ

を

掲
載
し

て

い

て

読
解
の

参
考
に

な

る
。

こ

れ

ら
を

参
考
に

し

な

が

ら、

自
ら
の

目

で

も

確
認

し

て

左

の

通

り

に

試
読
し

た
。

　
　
藤
姓

、

真
辺
氏

。

臧
名、

季
廉
字

。

自
号
伊
蒿
子

。

京
兆

人

也。

諸
世
而
口
林

　
　
口
口
之

與
口
魚
伍
其
所
以
隠、

而

処
約
之

故
何
耶

。

所
謂
計
窮
力

屈。

才
短
不

　
　
能
営
画

者、

是
也

。

読
書
而
所
庶
幾
又

何
耶。

所
謂、

不

過

苟
免
顕
然

。

悔
尤

　
　
者
是
也
以

是
俟
命

。

命
将
尽、

因
廼
穿
一

卵
於
考
妣
玄
廬
之

側、

自
為
之
銘
是

　
　
也

。

直
維
之
乾
隅、

鳴
瀧
山

中
、

呼
為
泉
谷、

水
土

最
浄。

銘
日、

山

薈
且

聲、

　
　
泉
口
其
湧、

喜
吾
首
丘、

永
奉
先

鹿
。

〈

二
〉

武
富
廉
斎
『

月

下

記
』

巻
三

「

藤
井
懶
斎
」

（

抄
）

　
編
者
・

武
富
廉
斎
に

つ

い

て

は

寛
文
十
二

年
「

竹
富
廉
斎
と
の

交
流
」

の

項
で

改

め

て

述
べ

る

が、

佐
賀
藩
で

儒
学
に

志
し

た

人
物
で、

左
の

引
用

 
に

よ

れ

ば、

久

留
米
藩
医
時
代
の

懶
斎
を

訪
れ

て、

学
問
に

つ

い

て

語
る

事
も

あ
っ

た

ら

し

い
。

左

に

引
用

す
る

『

月

下
記
』

は、

見

聞
き

し

た

善
人
の

伝
記
に

み

ず

か

ら

の

所
見
と

考

証
等
を

加
え

た

も
の

で

あ

る
。

引
用
は

佐
賀
県
立

図
書
館
鍋
島
文
庫
本
を

用
い

た
。

　
　
藤
井
懶
斎

　
 
藤
井
懶
斎、

名
は

滕
臧

。

伊
蒿
子

と

号
す

。

洛
陽
の

素
生
な

り
。

壮
年
の

比

よ

　
　
り

出
て

、

鎮
西

筑
の

後
州
久

留
米
の

城
主
に

医
官
を

以

て

事
へ

、

真
辺

仲
庵
と

　
　
云

。

儒
を

兼
学
び

て
、

其
徳
行
あ

り
。

父
は

「

栖
馴
し

都
を

棄
て

遠
く

他
方
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ナ

シ

　
　
往
の

思
ひ

な

し
」

と

て、

京
に

居
れ

り
。

仲
庵
定
省
の

勤
濶
く

し、

遠
国
に

在

　
　
る

は、

父

の

志
を

養
ふ

の

事
な

れ

ば

な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
ゲ

　
 
然
る

に

父
病
牀
に

伏
て、

程
な

く

終
り

、

訃
告
を

聞
て、

哭

哀
み

、

聞
喪
の

勤、

　
　
　
　コ
エ

　
　
礼
に

踰
た

り
。

や

が

て

主

に

三

年
の

暇
を

請
て

登

り、

京
北
山
鳴
滝
に

葬
り

し

　
　
墳
墓
近
く

に

臨
て、

哭
哀
み、

其
墓
所
に

詣
で

拝
し
、

位
に

就
て

哭
し、

万
に

98

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　エ
　
イ

　
初
喪
の

如
く

し
、

行
歩
徒
跣
に

し
、

服
を

易
て

藤
衣

を

着、

塚
の

上

に

廬
居
し

　
　
　
　
　
イゑ
　

ン

チ

ク

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
イ

ツ

　
て、

苫
に

寝、

塊
を

枕
と

し
、

帯
を

も

脱
ず、

杖
つ

き

て

起
臥
し

、

朝
に
一

温

　ベ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

ラ

　
米
片
吻

罐
に、

夕
べ

に
一

盗
米

を

粥
に

し

て

啜
る

事
三

月
し、

其
後
は

麁
き
飯
を

　
食
し
、

水
を

の

み、

一

め

ぐ
り

の

期
年
に

至

り、

小

祥
の

祭
し、

初
て

野
菜、

　
木
の

実
を

食
ひ

、

喪
に

居
る

中
は

さ

び

し
く

打
過
し、

哀
至
れ

ば

哭
哀
み、

親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ア

　
カ

ミ

アロ

　
を

思

て

忘
れ

ず
。

人

来
て

も

の

言
ざ

れ

ば

答
へ

ず、

浴
み

沐
ふ

事
も

虞
耐
練
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ダ

テ

　
の

祭
の

時
の

ご

と

し
。

三

年
め

ぐ

り、

大
祥
の

祭
し、

大

祥
の

後
、

月

を

中
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

エ

　
禪
の

祭
し

畢
て

、

酒

を

飲、

魚
肉
を

食
ひ

、

万
づ

常
に

還

り

し

と

な

り
。

喪
関

　
て

筑
紫
久
留
城
に

帰
り

て

事
へ

、

其
職
務
怠
ら

ず、

歳
月

久
し。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

クハ

 
仲
庵
思

ひ

出
し

は
、

「

古
人

云

る

事
有、
『

時
の

宰
相
と

成
て

入
を

済
ず
ん

ば、

　
名
医
と

な

り

て

人
を

救
む
』

と

云
。

医
道
の

本
志
な

り

と

い

へ

ど

も
、

我
術、

　
我
な

が

ら
も

名
医
と

は

信
ぜ

ず。

況
や

医
は

小

道
な

り。

し

か

じ、

暇
を

請
て

　
致
仕
し、

隠
逸
の

身
と

な

り、

聖

人
の

道
を

楽
み

て、

独
其
身
を

善
せ

ん
」

と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テへ

　
主

に

暇
を

請
へ

る

に、

許
さ

れ

し

故、

洛
に

登

り

て

姓
名
を

更
め、

老
の

墓
近

　
く

に

林
居
せ

り
。

 
又

お

も
へ

ら

く
、

「

野
に

す

み
、

山

に

在
に

も、

時
食
を

費
す
は

遊
民

な

り
。

　
陋
巷

に

在
る

身
と

い

へ

ど

も、

世
を

も

人
を

も

思
ふ

事
無
む

ば

あ

ら

じ。

小
補

　
に

も

有
ん

や
」

と、
『

本
朝
孝
子

伝
』

『

本
朝
諌
諍
録
』

『

二

礼
童
覧
』

『

為
善

　
録
』 、

此

外
『

蔵
司

百

首
』

『

徒
然
草
摘
義
』

等
の

書、

著
述

す。

こ

れ

皆
世
に

　
行
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ヒ　ヨ
リ

 
余
も

筑
州
は

近

隣
の

国
ゆ
へ

、

共
名
を

聞
て

訪
寄

、

折
節
は

経
義
を

正

し、

持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト

ヒバ
　

カ

　
敬
究
理

の

事、

葬
祭
の

礼
を

も

問
商
量
り

侍
る

親
み

に

よ

り、

余、

都
に

登
り

　
し

時
は、

彼
の

林
居
近

く

に

旅
館
し

侍
る

に
、

懶
斎
年
七

十
な

り

し

が
、

麁
食

　
し

て

肉
を

食
ず、

酒
を

飲
れ

ず、

居
喪
似
た

り。

 
余
問
し

は、
「

『

君
子
の

耆
老
は

徒
食
せ

ず
』

と

言
る

に、

魚
肉
食
せ

ず、

酒
を
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タ

ト

イ

　
も

飲
れ

ず。

親
戚
の

服
忌

有
け

ん
。

縦
然
服
忌
有
と

も、

五

十
以
上
の

身
は

心

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
サ

イ

　
マ

　
と

せ

ず
。

況
や

七

十
に

し

て

は、

親
の

喪
と
い

へ

ど

も、

衰
麻
の

み

身
に

在
ば

　
か

り

に

て
、

他
は

平
日

に

異
ら

ざ

る

事、

先
王

の

礼
制
な

る

事、

先
生

の

し

ら

　
る

」

事
な

る

に
L

と

言
る

に
、

懶
斎
の

言
る

は、

「

吾
は

極
め
て

不

孝
の

者
な

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ハ
ン

ホ

　
リ。

遂
に

母
を

し

ら

ず
。

母

吾
を

生
て

死
せ

る

と

な

り。

鳥
さ

へ

に

反

哺
の

報

　
ひ

有
。

人
と

し

て

鳥
に

だ

も

し

か

ざ

る

べ

け

ん

や。

殊
更
吾
が

為
に

死

せ

る

親

　
な

れ

ば、

其
報
恩
を

お

も

は

ず
ば、

天

罰
も

逃
る
べ

か

ら

ず
。

せ

め

て

追
て

居

　
喪
に

似
た

る

勤
め

有
た

く

お

も

ひ、

字
を

識
り

て

後
は
、

い

よ

ー
な

さ

ま

く

　
思

ぴ
、

同
志
に

商
量

る

事
し

ば

ー
す
と

い

へ

ど

も、

同

志
皆
い

へ

る

は、

　
『

古
礼
に

も

見
へ

ず、

聞
し

事
も

あ

ら
ざ

る

に、

い

か

f

や

有
む
』

と

云

る

ゆ

　
へ

、

強
て

も

勤
が

た

く、

空
し

く

過
し

侍
る。

近
き

比
『

三

国

史
』

読
見
し

に、

　
　

　

　
　
　
リ

　

ァ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

ピ

ン

　
魏
書
の

中
に

李
追
と

言
者
の

親、

李
敏、

害
を

避
て

家
属
を

将
て

海
に

入
し

に、

　
い

か

成
故
に

や
、

子

の

李
追

は

遺
り
て

有
し

が、

塞
を

出
て

李
敏
を

求
め

、

ニ

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
シ

　

　
　
レも
　

　
　

ヨ

リ

　
十
年
を

越
て

娶
ら

ず
。

州
里

の

徐
邀
こ

れ

を

責
て

日、
『

不

孝
莫
レ

大一
于
無
ワ

後
。

　
ゾ

　
ン

　

　マ
デ

　
ヲ

　

ル

　

　
ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス
ナハ
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
イ

ン

　
何
可一一
終
レ

身
不
ワ

娶
乎
』

と

云
。

是
故
に

李
追

乃

娶
て

、

子
の

胤
を

生

み、

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ダ

エ

　
　

　ニ

　
妻
は

遣

り

去

り

て、

常
に

居
喪
の

礼
の

ご

と

く、

不
レ

勝
レ

憂
有
て、

程
な
く

卒

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
ソ

　

　

　

　

　

　

　
ミ

イ

タ

ミ

　
せ

し

故、

胤
生

て

父
母

を

知
ら

ず
。

識
事
有
に

及
び

て
、

蔬
食
し

て

哀
戚

、

亦

　
三

年
の

喪
の

ご

と

く

す

と

言
事
有
を

見
侍
る

日

よ

り、

予
も

蔬
食
な

ど

し

て

見

　
侍
る

な

り
」

と

云

り
。

其

志
ゆ
へ

恙
な

く

勤
め

闃
ら

れ

し

な

り。

 
此

外、

嘉
言

善
行
も

多
し

と

な

れ

ど

も、

余
は

久
し

く

親
炙
せ

ざ

れ

ば、

委
く

　
は

し

ら

ず。

知
ざ
る

事
お

ろ

か

に

云

む

は
、

云

ぬ

ぞ

ま

さ

る

な

る

べ

し。

且

よ

　
く

知
れ

る

君
子
の

筆
に

漏
じ

。

た

と
へ

君
子
の

筆
な

く

と

も、

其
徳
行
の

篤
実

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
レ

　
な

る

は、

両

親
の

喪
を

執
れ

る、

遍
く

人
の

知
て

隠
な

し
。

其
知
識
の

は

た

ら

　
き

は
、

著
述
の

書
四

方
に

散
り、

又

詩
歌
を

も

嗜
れ

て

拙
か

ら

ざ

る

事、

人
の

　
能
知
る

所。

知
行
兼
備
し

君
子

に

て、

寿
九
十
有
三

に

て

棺
を

蓋
へ

り。

本
朝

藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
一
）

勝
又

　
基

　

　

古
今
出
来
し

書、

幾
千
万
巻
の

数
も

し

ら

れ

ず
と

い

へ

ど

も
、

『

孝
子

伝
』

『

諌

　

　

諍
録
』

の

二

書
は、

多
く

の

下

に

は

有
ま

じ

と

云

入
多
し

。

さ

も

有
な

ら

し
。

　

　
（

下

略
）

　

主

に

参
考
と

す

る

の

は

右
の

二

資
料
で

あ

る

が、

こ

の

他
の

近
世

に

お

け

る

懶
斎

伝
に

つ

い

て

も

触
れ

て

お

き

た

い
。

従
来
最
も

よ

く

知
ら

れ

る

藤
井
懶
斎
伝
は

『

先

哲
叢
談
』

（

文
化
十
三

年

企

八

＝
ハ

〉

刊
）

巻
之
四

に

載
る

そ

れ

で

あ

ろ

う
。

し

か

し

源
了

圓
・

前
田

勉
訳
注
『

先
哲
叢
談
』

（

東
洋
文
庫
五

百
七

十
四

　
平
成
六

年

二

月
　
平
凡

社）

や

拙
稿
「

先
哲
叢
談
聚
議

　
連

載
そ

の

四

　
藤
井
懶
斎
」

（

「

雅

俗
」

第
四

号
〈

平
成
九
年
一

月

　
雅
俗
の

会
〉

）

が

明
ら

か

に

し

た

所
に

よ

っ

て、

ほ

ぼ

す
べ

て

の

記
述

に

関
し

て、

元
の

資
料
に

当

た

る

事
が

可
能
で

あ

る
。

よ

っ

て

本
稿
で

は

あ

ま
り

利
用

し

な
い

。

　

ま

た

『

事
実
文
編
』

巻
二

十
五

に

は

「

懶
斎
藤
井
先

生

伝
」

が

収
め

ら

れ

る
。

し

か

し

安
中
侯
板
倉
勝
明
（

文
化
六

年
〈

一

八

〇
九
〉

生、

安
政
四

年
〈

一

八

五

七
〉

没、

四

十
九
歳
）

の

手
に

成
る

こ

の

伝
記
は

『

先
哲
叢
談
』

よ

り
さ

ら

に

遅

れ

て

成

っ

た

も

の

で

あ

る
。

よ

っ

て

こ

れ

も

本
稿
で

は

ほ

ぼ

登
場
機
会
が

無
い

。

　

以

下
に

懶
斎
の

事
跡
を

年
譜
形
式
で

た

ど
っ

て

行
く
。

　

懶
斎
の

事
項
は

○、

未
確
定
事
項
は

△、

関
連
事
項
は

口
を

以
て

示

し

た
。

　

ま

た

全
て

の

古
典
資
料
の

引
用
は、

句
読
点

、

濁
点、

ル

ビ

な

ど

を

適
宜
補

っ

た

箇
所
が

あ
る
。
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

目

本
文
化

学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇

〇

七

年

〈

図
一
〉

　

　一
、

　

　一
、

「

讃
州
府
真
行
寺
先
住
世
系

附
外
戚
系
図
」

（

抄
）

※

印
以

下

は

閑
唱

寺
資
料
よ

り

抜
き

出
し

た

も

の
。

底
本
は

『

竹
原
志
料
』

竹
原
書
院
図

書
館
本

。

開
基

　
二

世

　
　
　

　

三

世
　
　
　
　

四

世

　
　
　

　

五

世

六

世
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（・
−

）

（

i
）

（

血
）

［ 　
十

世
了
清

　

出

仕
本

山
。

官

歴

飛

檐。

叙

法
橋

律

師。

此

時
讃

州

高
松

城
主

松

平
侯

源

　

頼

重
君

寄

附
香

川

郡
飯
田

郷

内

秋
税
二

十
石

之
地

。

永

為

寺
領

。

室
香

川

　

与
三

兵
衛
某
女

。

　

※
妻

栄
順
に

つ

い

て

「

上

田

久
兵

衛
珍
行
之
娘。

従
（

二

字
不

明
）

当

寺
。

　

　

上
田

家
世
々

本
願
寺
為

家
司
」

と

あ

る
。

女
子

　

或
日

以

下
三

子

別
腹

。

京

師
所
司

板
倉
侯
源
重

宗
君
老

臣
辻

権
右
衛

門
室

　

真
鍋

仲
蕎

　

名
臧

。

字

季
廉。

号
伊

蒿
子

。

読

書
室
日

懶

斎。

初
以

医
術
仕
筑
後

久
留

　

米

城
主

有
馬
侯。

後
遯
洛
西

楽
儒
者

之
道
云

女
子

　

閑
唱

寺
主
了

学
室。

今
仕

東
本
願

寺。

八

文
宇
屋
八

右
衛
門

　

居

京
師
室
町

。

或
日

別

腹。

　
正

信
は

乗
賢
の

左

に

並
べ

ら

れ

て

い

る

が、

閑
唱
寺
資
料
で

は

了

休
と

了
現
と

の

問
に、

往
寿

の

二

代
が

あ
る
。

「

閑
唱
寺
略
系
譜
」

で

は
、

第
三

子
と

第
四

子

と

が

入

れ

替
わ
っ

て

い

る
。

1
−
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIllIIl11111111111111

ー

「
1噌

閑
唱
寺
蔵
「

当

寺
略
系
譜
」

に

よ

る

懶
斎
の

兄
弟
関
係

癖
　
　

　

　

　
　

　
ハ

ツ

ト

云。

嫁
原
田

氏。

系
図
を
つ

な

ぐ

線
は

引
か

れ

て

い

な

い

　
　

　
（

寛
文
元

年
辛
丑

三

月

十
八

日

没。

旧醜一「唱

一
1
−
IIIIIIIIlIlIlIIlIIIllIIl

−

−

IIlllIIll

−

−

ー
1
「
1」

　
　

　

　

（

照
蓮
寺
本
同

じ
）

。

　
　

　

　
　

号
大
蔵
坊
）

、

円

寿

（

正

保
三

年
丙
戌
十
二

月

廿

七

日

没
。

号
信
解
菴
）

藤
井
懶
斎
年

譜
稿

（一
）

勝
又

　
基
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学

科
】

第
十
五

号

　
二

〇
〇

七

年

元

和
三

年

（

一

六
一

七
）

丁
巳

一

歳

0
こ

の

年
、

僧
了

現
の

子
と

し

て

京
都
に

生

ま
れ

る
。

母
で

あ

る

　

三

好
勘
左

衛
門
娘、

懶
斎
を

産
ん
で

間
も

な

く

没
す
る

。

【

生

没
年
】

　
懶
斎
の

生
没
年
に

つ

い

て

は
、

早
く

『

京
都
名
家
墳
墓
録
』

が

西
寿
寺
過
去
帳
に

七

月

十
二

日

没
と

あ

る

事
を

報
告
し

た

が、

没
年
や

没
年
齢
は

明

ら

か

で

な

か
っ

た
。

こ

れ

に

対
し、

初
め

て

没
年
を

提
示
し

た

の

は

関
田

駒
吉
「

藤
井
懶
斎
の

没
年
」

（

先
述
）

で

あ

る
。

関
田

稿
は

江

戸

時
代
前
期
の

和
学
者
・

谷

秦
山

が

編
ん

だ

『

秦

山
日

抄
』

か

ら

秦
山
が

懶
斎
の

墓
を

訪
ね

て

い

る

記
事
を

紹
介
し

て

い

る
。

こ

こ

に

「

宝

永
六

年
己
丑

七

月

十
二

日

没、

享
年
九
十

有
三
」

と

あ

る

事
に

着
目
し

て、

宝

永
六

年
七

月
十
二

日

没、

九

十
三

歳
説
を

唱
え

た
。

加

え

て

船
木
真
由
「

藤
井
懶
斎

の

文

学
観
」

（

「

香
椎
潟
」

三

十
三

　
昭

和
六

十
二

年
九

月
　
福
岡

女

子

大

学
国
文

学

会
）

が

武
富
廉
斎
『

月

下

記
』

に

「

寿
九
十
三

に

て

棺
を

蓋
へ

り
」

と

あ

る

事
を

指

摘
し

て

関
田

説
を

補
強
し

た
。

こ

れ

ら

は

共
に

納
得
で

き

る

も

の

で

あ

り、

元

和
三

年
（

エ
ハ

一

七
）

生、

宝
永
六

年
（

一

七

〇
九
）

没、

九
十
三

歳
と

い

う
点
に

関
し

て

は

動
か

な
い

で

あ

ろ

う。

【

家
系
資
料
】

　
懶
斎
の

家
系
に

関
す

る

資
料
と

し

て

ま

ず
挙
げ

る
べ

き

は、

安
芸
国

竹
原
地

方
の

地

誌
『

竹
原
志
料
』

（
写
本
七

冊
。

所
見

本
竹
原
書
院
図

書
館
蔵
）

で

あ
る

。

こ

の

う

ち

「

寺
観
」

編
の

照

蓮
寺
に

関
す
る

箇
所
に

「

讃
州

府
真
行
寺
先
住
世

系
　
附
外

戚
系
図
」

と

い

う
記
事
が

掲
載
さ

れ

て

お

り
、

こ

れ

が

懶
斎
の

家
系
を

調
査

す

る

上

で

第
一

の

資
料
と

な

る
。

該
当

系
図
に

つ

い

て

は

菅
脩
二

郎
・

久
保
昭

登
編
『

安
芸

竹
原
照

蓮
寺
』

（

平
成
十
五

年
十
月

　
照
蓮
寺
）

に

翻
刻
が

備
わ

る
。

讃
州
高
松
の

102

松
林
山

真
行
寺
（

真
宗
大

谷
派
・

高
松
市
扇
町
）

に

も

同

系
図

の

異
本
が

存
す
る

が、

こ

れ

は

照
蓮
寺
蔵
系
図
の

写
し

で、

若
干
の

省
略
箇
所
が

あ

る
。

　
安
芸

竹
原

の

照
蓮
寺
は

も

と

曹
洞
宗
仏
通

寺
派
で

定
林
寺
と

称
し

た
、

開
基
の

時

期
な

ど

は

明
ら

か

で

な
い

が、

室
町

初
期
に

は

小
早
川
家
の

学
問
所
と

さ

れ

る

な

ど、

当

地

の

学
問
の

中
心

と

し

て

の

役
割
を

果
た

し

た
。

慶
長

八

年
（

エ
ハ

〇
三
）

三

月

に

僧
浄
喜
を

迎
え

て

浄
土

真
宗
と

し

て

再
興
し

た

（

先
述
『

安
芸
竹
原
照
蓮
寺
』

に

よ

る
）

。

　
懶
斎
の

家
系
資
料
が
一

見
地
縁
の

見

出
し

が

た

い

こ

の

安
芸
照
蓮
寺
に

存
す
る

の

に

は

理

由
が

あ

る
。

懶
斎
に

ゆ

か

り

の

深
い

讃
州
高
松
真
行
寺
の

十
四

世
了

智
が
、

寺
を

出
て

こ

の

安
芸
照
蓮
寺
に

入

り、

八

世
恵
応
と

な
っ

た

の

で

あ

る
。

「

讃
州
府

真
行
寺
先
住
世
系
　
附
外
戚
系
図
」

に

は

「

十
四

世

了

智
」

の

項
に

「

正

徳
二

年
十

月

為
檀
越

退
出
寺、

正

徳
五

年
八

月

芸

州
竹
原
照
蓮
寺
入

寺
」

と

あ

る
。

同

系
図

は

了

智
（

恵
応
）

の

代
で

記
述

が

終
わ

っ

て

お

り、

彼
が

編
ん

だ

も

の

と

考
え

て

差
し

支
え

な
い

。

　
ま

た、

京
都
の

閑
唱
寺
（

真
宗
大

谷
派
・

京
都
市
下
京
区

下

珠
数
屋

町
）

に

も

懶

斎
家
系
に

関

す
る

資
料
が

存
す

る
。

後
に

も

述
べ

る

が
、

閑
唱
寺
は

懶
斎
の

父
・

了

現
が

開
い

た

寺
で

あ

る
。

『

法
名
帖
』

所
載
の

「

当
寺
略
系
譜
」

と

歴

住
の

過

去
帳

（

以

下

「

『

法
名
帖
』

所
載
過

去
帳
」

と

称
す
）

。

『

法
名
帳
』

所
載
の

「

閑
唱
寺
略
系

譜
」

「

当
時
法
名
記
」

が

重
要
で

あ

る
。

　
竹
原
照
蓮
寺
資
料
と

京
都
閑
唱
寺
資
料
と

の

記
述
内
容
に

は、

字
句
が

共
通

す
る

点
も

多
い

が、

大

き

な

相
違
点
が

二

点
あ

る
。

第
一

点
は

懶
斎
の

父
・

了

現
の

前
に

大
蔵
坊
往
寿、

信
解
庵
円
寿
と

い

う
二

世

を

見
る

事。

第
二

点
は

懶
斎
の

兄

弟
関
係

に

大
き

な

違
い

が

見

え

る

事
で

あ

る
。

　
高
松
の

真
行
寺
の

資
料
は、

現
在
香
川

県
歴

史
博
物
館
に

収
め

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

う
ち

系
図

が

竹
原
照
蓮
寺
に

在
っ

た

も

の

の

写
し

で

あ

る

事
は

既
に

述
べ

た

が、
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「

雑
記
」

（

所
蔵
番
号
あ

二

の

十
四

　
仮
綴
じ

写
本
一

冊
）

は

他
寺
の

資
料
に

見
ら

れ

な

い

伝
記
情
報
を

記
し

て

お

り

有
益

で

あ

る
。

　
A

図
一
〉

に

「

讃
州

府
真
行
寺
先
住
世
系
　
附
外
戚
系
図
」

の

懶
斎
に

関

係
す

る

部
分
を

翻
刻
す
る

。

加
え

て

閑
唱

寺
資
料
に

お

け
る

異
同
を

補
記
し

た
。

【

父
・

了

現
と
懶
斎
の

生
地
】

　
懶
斎
の

生
地

は

京
都
説、

筑
後
説、

讃
岐
説
と

定
ま

ら

な

か

っ

た

が
、

懶
斎
墓
碑

や

『

月

下
記
』

と

い

っ

た

信
頼
す
べ

き

資
料
が

記
す
と

お

り、

京
都
が

正

し

い
。

　
懶
斎
の

父
・

了
現
は、

も

と

高
松
真
行
寺
の

住
職
の

子

と

し

て

生

ま
れ

た

が、

若

年
に

し

て

京
都
へ

登
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

高
松
真
行
寺
蔵
「

雑
記
」

に

は、
「

寺
ハ

舎
弟
ニ

ユ

ヅ

リ、

京
師
二

新
二

真
行
寺
ト

号
シ
、

御
奉
公
相
勤
候
」

と
あ

る
。

了
現

が

上

洛
し

た

時
期
に

つ

い

て

は
、

藤
井
懶
斎

著
「

真
鍋
氏
説
」

（

『

竹
原
志
料
』

所

載
）

に

「

余
の

先
人
は

乃

ち

讃
州
の

人
に

し

て

真
鍋
祐
重
等
の

族
な

り
。

慶
長
の

初

へ

洛
人
と

な

り、

真
邊
と

称
す。

余
は

其
の

庶
流
な

り
」

（

原
漢
文
）

と

あ
っ

て、

慶
長
の

は

じ

め

頃
と
い

う
事
が

判
る

。

　
了
現

の

生
年
は

、

前
出
「

雑
記
」

に

「

寛
文
元
年
丑

年
六

月
二

十
八

日

往
生、

七

十

六
」

と

あ

る

事
を

手
が

か

り

に

考
え

る

と

天

正

十
四

年
（

一

五

八

六
）

生
と

な

る。

す

な

わ

ち
上

洛
し

た

慶
長
の

は

じ

め

頃
は

十
代
前
半
と

い

う
事
に

な

る
。

　
京
都
に

移
り

住
ん

で

か

ら

の

了

現
は

〈

図
一
〉

の

系
図

に

見
え

る

所
に

明
か

で

あ

る
。

書
き

下
し

て

お

く
。

　
　
本
山
教
如
上

人
に

咫
尺

し、

東
本
願
寺
之
創
建
に

功
有
り

。

初
め
一

臈
職
に

任

　
　
じ、

中
に

法
橋
に

叙
せ

ら

れ、

終
に

法
眼
権
僧
都
に

叙
せ

ら

る
。

本
願
寺
の

傍

　
　
に
一

院
を

経
営
し

て

居

す
。

洛
陽
真
行
寺
と

号
す

。

贅
聟
了

覚
の

時、

改
め

て

　
　
閑
唱
寺
と

号
す

（

下

略
）

着
目

す
べ

き
は、

了

現
が

教
如
上

人
の

側
に

仕
え、

東
本
願
寺
の

創
建
に

功
が

あ

っ

た

と

い

う
点
で

あ
ろ

う
。

藤
井

懶
斎
年
譜
稿
（
一
）

勝
又

　
基

　
教
如
と

は

言
う
ま

で

も

な

く

真
宗
大
谷
派
の

始
祖
に

あ

た

る

僧
で

あ

る
。

徳
川
家

康
の

庇
護
を

得
て、

慶
長
九

年
（

＝
ハ

〇

四
）

に

本
願
寺
か

ら

別
れ

て

東
本
願
寺
を

開
い

た。

東
本
願
寺
が

成
っ

た

慶
長
九
年
（

一

六

〇
四
）

の

時
点
で

了

現
は

十

九
歳。

「

功

有
り

」

と

は

言
っ

て

も

そ

の

詳
細
は

不

明

で

あ

る
。

と

も

か

く

若
年
の

了

現
の

事
跡
を

要
約
す

れ

ば、

彼
は

讃
岐
の

国
高
松
真
行
寺
の

子

と

し

て

生

ま

れ

た

が、

少

年
時
に

京
都
へ

登

り、

教
如
に

仕
え

て

東
本
願
寺
の

創
建
に

関
わ
っ

た
の

で

あ

る
。

　
「

讃
州
府
真
行
寺
先
住
世
系
　
附
外
戚
系
図
」

に

よ

れ

ば、

そ
の

の

ち
了

現
は、

洛
陽
真
行
寺
な

る

寺
を

経
営
し

、

こ

れ

は

の

ち

に

閑
唱
寺
と

改
称
さ

れ

た

と

言
う

。

こ

れ

が

「

家
系
資
料
」

の

項
で

挙
げ
た

閑
唱
寺
で

あ

る
。

以

下
本
稿
で

は、

基
本
的

に

讃
岐
の

真
行
寺
を

「

高
松
真
行
寺
」 、

京
都
の

真
行
寺
を

「

閑
唱
寺
」

と

称
し

て

区

別
す
る。

【

実
母
と
継
母
】

　
父
・

了
現
と

藤
井
懶
斎
と

の

年
齢
差
に

つ

い

て

計
算
し

て

お

く

と、

懶
斎
は

了
現

が

三

十
二

歳
の

時
に

生

ま

れ

た

と
い

う
事
に

な

る
。

　
懶
斎
の

母
親
に

つ

い

て

「

讃
州
府
真
行
寺
先
住
世

系
　
附
外
戚
系
図
」

は

「

三

好

勘
左

衛
門
娘
」

と

し

て

い

た

が
、

「

雑
記
」

に

は

「

室
三

好
勘
左

衛
門
娘
　
後
妻
上

田

久
兵
衛
娘
　
本
山

家
老
」

と
、

後
妻
に

関
す

る

記
述

も

見
え

る
。

　
先
妻
に

つ

い

て

は
こ

れ

以

上

詳
し

い

資
料
を

見
出
し

て

い

な

い
。

但
し

後
妻
と

さ

れ

る

上
田

久
兵
衛
娘
に

つ

い

て

は、

京
都
閑
唱

寺
蔵
「

当
寺
略
系
譜
」

に

「

妻
栄
順

上

田

九
兵
衛
珍
行
之
娘

。

従
（

二

字
不
明
）

嫁
当

寺
。

上

田

家
世
々

本
願

寺
為
家

司
」

と
あ

り
、

ま

た

同
寺
蔵
「

法
名
帖
」

所
載
過
去
帳
に

も

「

釈
尼

栄
順
　
同

（

引

用

者
注
・

寛
文
）

二

年
壬

寅
七

月
十
九
日
」

と

あ
っ

て、

そ

の

輪
郭
を

知
る

事
が

で

き

る
。

　
懶
斎
は

先
妻
と

後
妻
の

ど

ち
ら
の

于

で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
か

。

こ

の

問
題
に

つ

い

て

は、

武
富
廉
斎
『

月

下

記
』

に

懶
斎
の

言
と

し

て

「

吾
は

極
め

て

不

孝
の

者
な

り。
103
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明
星
大
学
研

究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部

二
吾

語
文
化
学

科
】

第
十

五

号
　
二

QO

七

年

遂
に

母

を

し

ら

ず
。

母

吾
を

生

て

死
せ

る

と

な

り
L

と

記
し

て

い

る

の

が

参
考
に

な

る
。

母

が

自
分
を

産
ん

で

す
ぐ

に

没
し

た

と
い

う
の

で

あ

る
。

後
に

も

述
ぺ

る

よ

う

に

懶
斎
は

そ
の

下

に

も

弟
妹
が

い

た

よ

う
で

あ

る

し、

後
妻
と

さ

れ

る

栄
順
は、

寛

文
二

年
（

＝
ハ

六

二
）

没
と、

懶
斎
が

四

十
六

歳
の

時
ま

で

生

き

て

い

る
。

以

上

よ

り、

懶
斎
の

母

は

先
妻
の

三

好
勘
左

衛
門
娘
で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
た

だ

先
に

見
た

「

讃
州
府
真
行
寺
先
住
世
系

附
外
戚
系
図
」

に

は
、

懶
斎
の

姉

の

箇
所
に

「

或
日

以
下
三

子

別
腹
」

と

あ

り
、

ま

た

第
五

子

で

あ

る

八

文
字
屋
八

右

衛
門
の

箇
所
に

も

改
め

て

「

或
日

別
腹
」

と

あ

る
。

こ

れ

に

よ

れ

ば、

な

お

存
疑
と

す
べ

き

点
も

残
る

事
を

断
っ

て

お

く
。

【

懶
斎
の

兄

弟
姉
妹
】

　
懶
斎
の

兄
弟
関
係
は、
〈

図
一
〉

の

系
図
に

記
し

て

お

い

た

通
り、
「

讃
州

府
真
行

寺
先
住
世
系
　
附
外
戚
系
図
」

と

閑
唱

寺
蔵
資
料
と

で

異
同

が

甚
だ

し

い
。

「

讃
州

府
真
行
寺
先
住
世
系
　
附
外
戚
系
図
」

で

は

男
（
了

清
）

、

女
（

辻
権
右
衛
門
室
）

、

男
（

懶
斎
） 、

女
（

閑
唱

寺
了

学
室
） 、

男
（

八

文
字
屋
）

の

兄

弟
構
成
で

懶
斎
は

次

男。

い

っ

ぽ

う
京
都
閑
唱
寺
蔵
『

法
名
帖
』

所

収
「

当
時
略
系
譜
」

で

は

男
（

了

学
）

、

男
（

八

文

字
屋
） 、

男

（

懶
斎
）

、

女
（

ハ

ツ
）

の

兄

妹
で
、

懶
斎
は

三

男
。

ま
た

同
寺
蔵
『

法

名
帳
』

所
収
「

閑
唱
寺
略
系
譜
」

で

は

同

じ

く
三

男
と
し

な
が

ら

も、

兄
弟
構
成
が

男
（

了

学
） 、

男
（

八

文

字
屋
） 、

女
（

ハ

ツ
）

、

男
（

懶
斎
）

と

異
な
っ

て

い

る
。

こ

れ

に

関
し

て

は

確
定
す
る

材
料
を

持
っ

て

い

な
い

。

寛
永
十
九
年
（

一

六
四
二
）

壬

午

二

十
六
歳

△
こ

れ

以

前
、

京
都
で

医
学
を

岡

本
玄

冶
に

学
ぶ

。

【

医
学
の

師
・

岡
本
玄
冶
】
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久
留
米
藩
に

儒
医
と

し

て

仕
え

た

藤
井
懶
斎
の

医
学
の

師
に

つ

い

て

は、

『

筑
後

志
』

巻
之

四

に

「

岡
本
玄
冶
が

門
に

遊
び

、

医
業
を

以
て

府
君

に

勤
仕
す
」

、

『

石
原

家
記
』

寛
文
八

年
の

項
に

「

真
部
仲
庵

老
舷
儲
」

（

以
下
引
用

は

久
留
米
市
民

図

書

館
新
有
馬
家
文

庫
本
『

石
原
日

記
』

〈

四

七

〇
五

〜
四

七

〇
六
〉

に

よ

り
、

不
審
・

不

明
の

箇
所
は

同

館
蔵
別
本
く

図
卜。

ω一
／

イ

シ
V

を

参
考
に

し

た
）

と

す
る

。

医

師

と
し

て

仕
え

た

久
留
米
藩
の

資
料
で

あ

る

ゆ

え

信
憑
性
は

高
い

。

玄

冶
を

師
で

あ

る

と

明
確
に

述
べ

た

懶
斎
自
身
の

発
言
は

今
の

と
こ

ろ

見
出
し

て

い

な

い
。

し

か

し

懶

斎
の

随
筆
『

睡
余
録
』

第
三

百

十
八

話
に

は、

寛
永
中
に

岡

本
玄
冶
が

子
姪
門
人
に

語
っ

た

と
い

う
言
葉
を

録
す
る

な

ど、

岡

本
家
と

の

関
係
を

窺
わ

せ

る

記

事
が

散
見

さ

れ

る
。

　
岡
本
玄
冶
は

懶
斎
仕
官
の

三

年
後
に

あ

た

る

正

保
二

年
（
一

六

四

五
）

四

月
二

十

日

に

没
し

て

い

る
。

よ
っ

て

懶
斎
が

学
ん

だ

の

は

久
留
米
藩
に

儒
医

と

し

て

仕
え

る

前
で

あ

る

と

言
っ

て

良
い

で

あ

ろ

う。

口
九
月

三

十
日

、

久
留
米
藩
初
代
藩
主
・

有
馬
豊

氏
没

、

七

十
四

　

歳
。

十
一

月
五

日
、

二

代
藩
主

忠
頼
（

瓊
林
院
）

襲
封

。

△
こ

の

こ

ろ

よ

り
、

医

学
を

も
っ

て

久
留
米
藩
に

仕
え

始
め
る

。

　
懶
斎
の

著
書
『

北

筑
雑
藁
』

に

寄
せ

た

中
村
易
張
の

跋
に、

「

甲
寅
（

引
用

者
注、

延
宝

二

年

全

六

七

四
〉

）

の

秋、

佳
恵

を

承
け

て

京
師
に

帰
休
す

。

初
め

て

先
生

我
邦
に

到
始
め

て

よ

り、

此

に

三

十
有
三

年
」

（

原
漢
文

。

引

用
は

久
留
米

市
民

図

書
館
蔵
本
〈

新
有
馬
文
庫
六

〇

六

三
〉

に

よ

る
。

以

下

同
じ

）

と

あ

る

と
こ

ろ

か

ら

逆

算
し

た
。

久
留
米
藩
は
二

十
一

万

石
。

前
項
で

見

た

よ

う
に

久
留
米
藩
は
こ

の

年

の

十
一

月
に

二

代
藩
主
忠
頼
へ

と

代
替
わ

り

し

て

い

る
。
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鶴
久
次
郎
「

分
限
帳
等
に

見
る

久
留
米

藩
医
（

稿
）

」

（

「

久
留
米
郷
土

研
究
会
誌
」

三

　
昭

和
四

十
九
年
六

月
）

が

す

で

に

ま

と

め

た

所
で

あ

る

が、

目
に

し

た

所
を

新

た

め

て

並
べ

て

お

こ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同（
蔵
米）

　
『

分
限
帳
　
万
治
元
年
九
月
改
』

に

は

コ
　

三

百
石

　
真
邊
仲
庵
L

。

『

寛
文
年

中
御
家
中
分
限

帳
』

に

は

「

医
師
」

の

部
に

「

一
　

三

百
石

貳
拾
人

扶
持
　
真
邉
仲

菴
」

。

「

寛
文
六

年
午
年
御
家
中
分
限
帳
」

の

「

軍
役
無
」

の

部
に

二
　

高
三

百

石

弐
拾
人
扶
持
　
此
米
三

十
六

石

但
壱
ケ

年
分
　
医
師
　
真
辺
仲
庵
L

と

あ

る
。

ま

た

『

廃
家
系
譜
知
行
高
目
録
』

に

は

「

慈
源
院
様
御
代
／
一
　

三

百
石
 
斯

人

　
真
部
仲

庵
／

御
医
師
依
願
御
暇
於
京
都
藤
井
懶
斎
号
」

と

あ

る。

【

久
留
米
藩
時
代
の

資
料
】

　
『

久
留
米
市
史
』

第
二

巻
（
昭
和
五

十
七

年
十
一

月
　
久
留
米
市
）

第
七

章
に

は、

「

『

筑
後
志
』

・
『

石

原
家
記
』

・
『

米
府
年
表
』

・
『

筑
後
将
士

軍
談
』

・
『

久
留
米
小
史
』

は
、

筑
後
地
方
の

五

大
文
献
と

い

わ

れ

て

い

る
」

と

あ

る

（

一

〇
三

三

頁
）

。

こ

の

う

ち
藤
井
懶
斎
伝
に

と
っ

て

特
に

重

要
な

の

は
、

『

石
原
家
記
』

（

『

石

原
日

記
』

と

も
）

で

あ

る
。

該
書
は

久
留
米
の

商
家
・

石

原
為
平
（

天

明
八

年
く

一

七

八

八
V

没、

七

十
二

歳
）

が

青
年
時
代
か

ら

読
ん

だ

旧

記
・

書
籍
に

よ

り、

藩
祖
豊
氏
入

封
の

元

和
七

年
（

＝
ハ

ニ

一
）

か

ら

天

明
初
年
ま

で、

約
百
六

十

年
間

の

諸
事
に

関
し

、

年

次
を

追
っ

て

精
細
に

筆
録
し

た

も

の

で

あ

る

（

『

久
留
米
市
史
』

）

。

こ

の

中
に

は

「

哀
詞
」

ほ

か
、

他
に

は

見
ら

れ

な

い

懶
斎
の

久
留
米
藩
医

時
代
に

関
す
る

貴
重
な

記
述
が

多
く

見
ら

れ

る
。

　
く

わ

え

て

近
年、

筆
頭
家
老
を

勤
め

た

有
馬
内
蔵
助
の

日

誌
の

抜
粋
で

あ

る

『

古

代
日

記
書
抜
』

が

『

福
岡
県
史
』

近
世
史
料
編
　
久
留
米
藩
初
期
（

下
）

（

平
成
九

年
五

月
　
西

日

本
文
化
協
会
）

に

翻
刻
さ

れ、

新
た

な

知
見
を

得
る

事
が

で

き

た。

【

久
留
米
藩
医
と

し

て

の

活
動
】

　
医
師
と

し

て

の

活
動
に

関
し

て

は、
『

石
原
家
記
』

寛
文

八

年
（

一

六

八

八
）

の

藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
一
）

勝
又

　
基

項
に

次
の

よ

う

な

記
事
が

見

え

る
。

久
留
米
藩
医

時
代
の

逸
話
と

し

て

は

従
来
知
ら

れ

て

い

た

唯
一

の

も
の

で

あ

る
。

　
一
、

真
部
仲
庵
老
ハ

病
人
二

人
参
用
時、

仲
庵
老
方
よ

り

加

遣
被
申

、

病
家
よ

り

　
　
人
参
加
候
得
ば

、

望

次
第
被
致、

人
参
を

見

被
申
候
而

用
被
申。

扨
又

薬
礼
二

　
　
金
銀
米
銭
ハ

受
納
無
之

。

余
之

品
二

而
薬
礼
致
す

。

こ

れ

に

加
え

て

『

古
代
日

記
書
抜
』

に

は、

新
た

に

寛
文

九
年
（

一

六

八

九
）

九
月

の

記
事
と

し

て
、

「

稲
次
杢、

真
部
仲
菴
療
治
候
へ

共、

疲
衰
二

而
無
心

元、

独
立

薬
服
用、

八

月
十
四

日

よ

り

長

崎
え

罷
越、

九
月

廿
五

日

迄
ハ

、

今
二

逗
留
被
罷
在

候
由
」

と
、

医
療
の

記
事
が

見
え

る
。

　
ま

た

同

書
寛
文
十
年
（

一

六

七

〇
）

十
一

月
の

記
事
に

は
、

次
の

よ

う
に、

懶
斎

が

鳥
犀
円

の

よ

う

な
製
薬
に

お

い

て

も

力
を

発
揮
し

て

い

た

事
が

分
か

る
。

　
一
、

烏
犀
円

、

御
家
老

中
衆
病
人

た

め
二

候
間、

前
々

よ

り

調
合
被
仰
付
置
候
儀

　
　
二

付、

今
度
も
真
部
仲
菴
へ

申
付
候
処、

二

剤
調
合
可

申、

薬
種
之
内、

飛

弾

　
　
国
二

在
之
槐
膠
能
二

付、

先
年
も

御
所
望
二

相
成
候
由、

今
度
も

金
森
飛
弾
守

　
　
殿
へ

被
仰
遣、

槐
膠
二

十
目
程
御
所
望

被
差
下
候
様

口

寛
永

年
間

、

懶
斎
の

兄

弟
・

八

文

字
屋
八

右
衛
門

、

　

西

寿
寺
を

再
興
す
る

。

元

禄
十
一

年
「

西
寿
寺
の

再
興
」

の

項
参
照

。

京
都
鳴
滝105
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文
化
学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇

〇

七

年

正

保
元

年
（

一

六
四

四
）

甲
申

　
二

十
八

歳

口
こ

の

年
、

菊
池

耕
斎

　

え

始
め
る

か
。

（

東
匂
）

、

儒
医
と

し

て

久
留
米

藩
に

仕

　
菊
池

耕
斎
（

諱
・

東
匂
）

は

懶
斎
と

同
じ

く

久
留
米
藩
初
期
の

儒
医
で

あ

る
。

耕

斎
は

も

と

京
都
の

人
で

、

久
留
米
藩
に

来
る

前
に

は

菅
得
庵
・

林
羅
山

に

儒
を

、

野

間
玄
琢
に

医

を

学
ん

だ

と

言
う
。

『

久
留
米
人
物
誌
』

「

有
馬
頼
利
（

霊
源
院
）

」

の

項
は

「

先
代
忠
頼
の

時
に

招
聘
さ

れ

た

菊
池

東
句
が

去
っ

た

あ

と

に
、

山
崎
闇
斎
門

下
の

真
名
部
仲
庵
（

の

ち、

藤
井
懶
斎
と

改
む
）

を

藩
医、

藩
儒
と

し

て

三

百
石
で

招
聘
し、

藩
士

子

弟
に

学
を

授
け

さ

せ

た
」

と、

懶
斎
が

耕
斎
の

後
釜

で

あ
っ

た

と

し

て

い

る
。

し

か

し

実
際
は

、

懶
斎
の

方
が

早
く

久
留
米
藩
に

仕
え

始
め

た

よ

う

で

あ
る
。

　
内
閣
文

庫
蔵
『

耕
斎
全
集
』

（

写
本
二

十
巻
四

冊
。

宝
永
三

年
十
二

月
序
）

の

う

ち
巻
之

十
一

「

紀
行
三

編
」

序
に

「

寛
永
十
年
癸
酉

先
生

十
有
六

歳
初
来
江
都

。

明
年
帰
洛

。

十
六

年
己
卯
二

十
二

歳
再
来
江

都
。

其
秋
帰
洛

。

正

保
元

年
甲
申
二

十

七

歳
往
筑
之
久
留
米

。

慶

安
三

年
庚
寅
帰
洛
」

と

あ

る
。

ま

た

同
書
第
四

冊
末
の

「

耕
斎
先
生
略
伝
」

（

宝
永
三

年
七

月
　
小

子

武
雅
識）

に

も

「

始
発
正

保
元

年
甲
申

二

十
七

歳、

游
事
中
書
侍
郎
有
馬
君
於
筑
後
久
留
米

。

居

七

歳、

顧
念
父
母

之
養
屡

有
帰
歟
」

と

あ

る
。

す
な

わ

ち

正

保
元

年
（

一

六

四

四
）

か

ら

慶
安
三

年
（

一

六

五

〇
）

ま

で

の

仕
官
で

あ
っ

た
。

先

述
の

通

り

懶
斎
の

仕
官
が

寛
永
十
九

年
（

一

六

四

二
）

か

ら

で

あ

る
。

つ

ま

り

耕
斎
は

懶
斎
よ

り

数
年
遅
れ

て

仕
官
し

始
め、

懶
斎
よ

り

早
く

久
留
米
を

出
た

と
い

う

事
に

な

る
。

　
久
留
米

に

お

け

る

懶
斎
と

の

交
流
も

想
定
さ

れ

る

が
、

『

耕
斎
全
集
』

の

中
に

懶

斎
の

名
は

見
出
せ

な

か

っ

た
。

106

正

保
二

年
（

圏

六

四

五
）

乙

酉

二

十
九

歳

口
四

月
二

十
日
、

医
学
の

師
・

岡

本
玄

冶
没

、

五

十
九
歳

。

寛
永
十
九
年
「

医
学
の

師
・

岡
本
玄
冶
」

の

項
参
照

。

〇

八

月
九
日

、

京
を

発
ち
二

度
目
の

江

戸
行

。

　

ま
で

を

和
文
紀
行
『

再
往
日

記
』

に

記
す

。

二

十
四

日

の

到
着

　
該
書
は

国
会
図

書
館
蔵
写
本
の

他
に

所
在
を

知
ら

な
い

。

後
補
の

題

簽
に

「

東
武

再
往
日

記
」

と

あ

り
、

『

国
書
総
目

録
』

等
も

そ

の

名
で

採
る

が、

厳
密
に

は

内
題

の

「

再
往
日

記
」

を

優
先
す
べ

き

で

あ

ろ

う
。

　
懶
斎
自
跋
の

全
文

を

挙
げ

て

お

く

（

原
漢
文
）

。

　
　
客
有
り、

余
に

謂
て

曰

く
、

「

翁
、

嘗
て亠
東

武
に

遊
ぶ

者、

た

だ

十
回

の

み

な

　
　
ら

ず。

其
の

問、

幾
篇
の

紀
行
有
り

や
。

請
ふ、

悉

く

之

を

閲
せ

よ
」

と
。

余

　
　
曰

く、
「

初
・

再
の

両
行、

聊
か

記

す
所
の

者
有
り

。

一

は

則
ち

真
字

、

一

は

　
　
則
ち
国
字
な

り
。

今
並

に

其
の

草
を

失
ふ

。

宜
し

く

吾
子

の

為
に

之
を

尋
ぬ

べ

　
　
し

」

と。

客
曰

く、
「

忘

る

る

勿
れ
」

と
。

後
数
月

し

て

再
行
紀
草
を

故
紙
堆

　
　
中
に

探
し

得
た

り。

然
れ

ど

も

昔
時
路
上

の

乱
藁
に

し

て
、

文
字
太
だ

白

な

ら

　
　
ず

。

他
人
之
を

読
み、

之
を

写
す
こ

と

能
は

ざ

る

者
有
り。

故
に

已

む
を

獲
ず

　
　
し

て
、

躬
自
ら

之
を

謄
写

す
。

即
ち
是、

這
一

本
な

り
。

余、

之
を

紀
す

の

時、

　
　
三

十
未
満

。

指
を

屈

す
れ

ば

茲
に

五

紀。

懐
旧

の

涙、

承

睫
在
る

こ

と

を

得
ず

。

　
　
鳴
呼
噫
噛

。

　
　
宝

永
乙

酉
仲
冬
中
澣

　
伊
蒿
子
　
歳
八

十
九
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自
跋
に

記
さ

れ

た

「

宝

永
乙

酉
」

は

宝
永
二

年
（

一

七

〇
五
）

で

あ

る

が、

そ

の

跋

中
に

「

余
、

之
を

紀
す
の

時、

三

十
未
満

。

指
を

屈

す
れ

ば

茲
に

五

紀
」

と

あ

る
。

つ

ま

り

若
年
時
に

著
し

た

紀
行
文
へ

、

後
年
に

な
っ

て

付
し

た

の

が

こ

の

跋
文

な

の

で

あ

る。
コ

五

紀
L

の

「

紀
」

は

十
二

年
。

お

そ

ら

く

概
数
で

あ

ろ

う
が、

宝
永
二

年
に

書
い

た

序
文
が

言
う

六

十
年
前
と

な

れ

ば
、

こ

の

正

保
二

年
（

＝
ハ

四

五
）

、

二

十
九

歳
の

時
の

紀
行
文
だ

っ

た

と

い

う
事
に

な
る。

　

ま

た

同
じ

跋
に、
「

翁、

嘗
て

東
武
に

遊
ぶ

者、

た

だ

十
回

の

み

な

ら

ず
」

と

あ

る
。

懶
斎
は

晩
年
ま

で

に

十
度
以

上

江
戸
を

訪
れ

て

お

り、

一

度
目
の

江

戸
行
き

で

は

漢
文

の

紀
行
を

、

二

度
目
の

江

戸
行
で

は

和
文
の

紀
行
を

草
し

た

と
い

う
。

　

さ

て

こ

の

紀
行
文、

八

月

九
日

深
更
に

京
都
を

発
ち、

東
海
道

を

上
っ

て

二

十
四

日

に

品

川
へ

着
く

ま

で

の

も

の

で

あ

る
。

旅
の

理
由
に

つ

い

て

は

文
中
に

「

此

秋
し

も

又

や

む
こ

と

を

え

で、

秋
の

露
の

玉

く

し

げ、

ふ

た

た

び

赴
き

ゆ

く

事
に

成

ぬ
」

と

あ

る

以
外
明
ら

か

で

な
い

。

　

ま
ず
問
題
と

な

る

の

は

久
留
米

発
で

は

な

く

京
都
発
で

あ

る

と

い

う

点
だ

ろ

う
。

懶
斎
は

こ

の

歳
す
で

に

久
留
米
藩
に

仕
え

始
め

て

い

る

筈
で

あ

る
。

し

か

し

右
の

記

述

だ

け

で

な

く、

文
中
に

「

定
省
を

か

」

む
も
こ

 

ろ

ぐ

る

し

く

覚
え

侍
れ

ど
L

と

も

見

え

る
。

「

定
省
」

が

親
に

仕
え

る

意
で

あ

る

事
を

考
え

る

な

ら

ば、

こ

の

時
期

親
と

同
居
し

て

い

た

と

さ

え

読
め

る
。

こ

の

時
期
ま

だ

京
都
に

住
ん

で

い

た

と

考
え

る

べ

き

だ

ろ

う
か

。

あ

る

い

は

頻
繁
に

久
留
米

と

京
都
と

を

行
き

来
し

て

い

た

と

考

え

る

べ

き

だ

ろ

う
か

。

　

ま

た

文

中
に

は、

自
ら

の

和
歌
（

含
長
歌
）

・

漢
詩
も

少
な

か

ら

ず
掲
載
さ

れ

て

い

る
。

所
々

で

羅

浮
子

（

林
羅

山
）

、

木

下
長

嘯
子、

烏
丸

光

広、

藤
原

惺
窩、

六

々

山

人
（
石
川
丈
山
）

と

い

っ

た

近
世
初
期
文
人

の

名
と

作
品

と

を

引
用
し

て

い

る

事
は、

こ

の

時
期
に

お

け
る

近

世
文
人
受
容
と

し

て

興

味
深
く

感
じ

る
。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（

未
完
）

藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
一
）

勝
又

　
基
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